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平成26年度上半期直轄工事の事故発生状況（速報値）

表ー２ 月別事故発生件数（もらい事故は含まない）

表ー１ 年度別事故発生件数 （もらい事故は含まない）

◆ 工事事故発生件数

● 平成２６年度上半期（4月～9月）の
事故発生件数は８９件発生しています。

近年最悪であった、前年度２５年の８５

件を上回るペースで増加しています。
（もらい事故は含まない）（参考 表ー１）

２５年度と２６年度の比較（累計数字）

２５年度 ２６年度

４月 ９件 → ４月 １０件

５月 ２９件 → ５月 ２７件

６月 ４２件 → ６月 ３７件

７月 ５５件 → ７月 ５７件

８月 ６７件 → ８月 ７６件

９月 ８５件 → ９月 ８９件

◆ 月別事故発生件数

月別でみると25年度は7月に増加の
傾向がみられましたが、本年度26年は7
月～8月に増加がみられます。この件数
は近年最多の月別の事故発生になって

います。（もらい事故は含まない）（参考表ー
２）

２５年度と２６年度の月別比較

２５年度 ２６年度

４月 ９件 → ４月 １０件

５月 ２０件 → ５月 １７件

６月 １３件 → ６月 １０件

７月 １３件 → ７月 ２０件

８月 １２件 → ８月 １９件

９月 １８件 → ９月 １３件

平成26年度は、前年度を上回る勢いで事故が増加しています。これから年度末にかけて、工事量が増加してい

きます。このままのペースだと、近年最悪であった、昨年度を上回るという、事態になりかねません。また、事故のな

かにはいつ、死亡事故につながってもおかしくない重大な事故もあります。

下半期に入り、工事の繁忙期を迎え、安全への意識を高めていくことが必要です。もう一度、安全に対しての意

識を高め、日々作業を行って下さい。



1. 地下埋設管及び施設ケーブルに対する事故

2.架空線に対する事故

3.高所作業箇所からの墜落事故

4.資材・仮設材及び工具の飛来落下事故

5.重機の転倒・接触事故

6.草刈作業における飛び石事故

7.吊り荷と作業員との接触事故

平 成 2 6 年 度 工 事 等 事 故 防 止 重 点 対 策 項 目 ！
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